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Shoot Share：仲介デバイスを用いた
クラウドデータ共有システム

岡崎 陸1,a) 鈴木 優1,b)

概要：既存のクラウドサービスにおけるデータ共有手法は，ユニークな URLの共有やメールアドレス等
に紐付けられたアカウントの追加等がある．これらの共有操作では，URLやメールアドレス等の文字列を
他人と共有するために，ユーザはブラウザやメール，SNS等の複数のツールを使用する必要があるため，
円滑にデータ共有ができないという課題がある．これらの課題を解決するために，共有元デバイスおよび
共有先デバイスにスマートフォンをかざすだけでクラウドデータが共有できるウェブアプリケーション
「Shoot Share」を開発した．実装は Google Driveと Google Apps Scriptで行い，スマートフォンのカメ
ラ機能を用いた光学文字認識（OCR）と QRコード読み取りによって，円滑な共有を可能にした．

1. はじめに
デジタルデータは，ハードディスクドライブ（HDD）や
ソリッドステートドライブ（SSD）等のデバイスに直結し
たローカルストレージや，ローカルネットワーク内で使用
可能なファイルサーバを用いて管理が行われてきた．近
年ではオンライン上にデータを保存できるクラウドスト
レージが発展を遂げており，個人や企業が Google Drive

や OneDrive等でデータを管理することも一般的になって
きた．令和 2年版情報通信白書 [1]によると，2019年度に
おいてクラウドサービスを利用する企業の割合は 64.7%で
あり，この値は 2015年から増加傾向にある．内閣官房 IT

総合戦略室は政府情報システムにおけるクラウドサービス
の利用に係る基本方針 [2]で，クラウドサービスの利用メ
リットとして，効率性の向上，セキュリティ水準の向上，
技術革新対応力の向上，柔軟性の向上，および可用性の向
上をあげた．これらから将来，個人や企業があらゆるデー
タをクラウドストレージで管理することが想定される．
クラウドストレージでは，ユーザ個々のアカウントごと

に領域が設けられてデータが管理される．それらのデータ
は全てオンライン上で管理され，インターネットに繋がっ
てさえいればどこからでもアクセス可能であるという特性
から，ユーザは自身のアカウント内のデータを別のアカウ
ントからもアクセスできるようにするための共有操作を行
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う．ユーザが負担を感じず円滑にこの操作を行うことがで
きれば，クラウドストレージの利用はさらに増えると推測
できる．そこで，本研究は，将来的にあらゆるデータをオ
ンライン上で管理することを想定し，アカウント間で円滑
にクラウドデータを共有できるシステムの開発を目指す．

2. 既存のデータ共有手法
2.1 ローカルデータの共有
Pick-and-Drop [3] は，マウス等を用いて画面上のオブ

ジェクトを移動させる技術であるドラッグ&ドロップをも
とにして作成された，ペン型デバイスを用いた画面上のオ
ブジェクトを拾い上げるようにしてデータを移動させるシ
ステムである．デジタル機器間でシームレスにデータ移動
を行うことができる一方で，ペン型デバイスやペン型デバ
イスを認識可能な機器が必要といった制約に加えて，専用
ソフトウェアをインストールする手間がある．
Logicool Flow [4]は，マウスやキーボードを用いてデジ
タル機器間のデータ共有を行う製品である．Logicool Flow

に対応したマウスやキーボードを機器と連携させることで，
データの移動やクリップボードデータの共有を行うことが
できる． 共有元および共有先デバイスはハードウェアが
特別な機能を持つ必要がなく，マウスやキーボードといっ
た一般的に普及するインタフェースを用いることから，デ
ジタル機器間のデータ共有をよりシームレスに行うことが
可能になった．しかしながら，マウスやキーボードとデジ
タル機器とを Bluetoothで連携したうえで，必要なソフト
ウェアをインストールする必要があるため，ユーザがシス
テムを利用するまでの準備に煩雑な手間がかかる．
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これらは同じネットワーク上にある機器間でのみ利用が
可能であることから，実質的にローカルストレージのデー
タを共有するシステムである．

2.2 クラウドデータの共有
一般的なクラウドストレージシステムは，共有用リンク

発行または共有ユーザの追加によってクラウドデータを共
有できる．
前者は，クラウドデータを他者と共有可能状態にした後，

共有用 URLを発行することで共有を行う手法である．こ
の手法では共有元ユーザが URLを発行した後，メールや
SNS等を開いて，送信相手を指定して URLを送る等，共
有のために複数のツールを用いて操作を行う必要がある．
共有先ユーザは，共有元から送られた URLにアクセスす
るためにメールや SNSを開く必要がある．後者は，共有先
ユーザのアカウント情報を入力して，閲覧や編集の権限を
付与することでデータを共有する手法である．この手法で
は，共有元ユーザが共有先ユーザのアカウント名やアカウ
ントに紐づけられたメールアドレス等の情報を入手して，
入力する必要がある．
これらの手法は操作が煩雑であるうえに，共有元ユーザ

が自身のアカウントおよび共有先ユーザのアカウントの違
いを意識せざるを得ないことや，データの視覚的な移動を
伴わないことから，円滑なデータ共有ができない．
Touch-based system for transferring data [5]は，クラウ
ドサービスを活用してマルチタッチ操作でクリップボード
のデータを共有できるシステムである．共有元デバイスで
コピーしたデータをクラウドストレージに保存して，共有
元デバイスと同じアカウントでログイン中の共有先デバイ
スでそのデータにアクセスすることで共有を行う．マルチ
タッチ操作を用いることでデバイス間のデータ共有がより
直感的になった．しかしながら，マルチタッチに対応した
デバイスのみでしか利用できない制約があるうえに，異な
るアカウントのクラウドストレージにデータを共有するこ
とができない．
市川ら [6]は，オンラインデータの共有を手軽にするた
めのストレージミドルウェアの開発を行った．クラウドス
トレージである Dropboxのアカウント同士で共有を行う
ことを想定して，ユーザに対してストレージ上のデータ階
層（パス）や，共有元および共有先アカウントの違いの意
識を取り除くことで手軽なデータ共有を可能にした．一方
で，データ共有の操作に必要となる専用ソフトウェアや
Dropboxのアプリケーションをインストールする手間があ
ることや，共有先および共有元のデバイスに NFCタグが
搭載される必要があること等の制約があり，円滑なクラウ
ドデータ共有に改善余地がある．

3. 本研究のアプローチ
3.1 開発指針
前述の課題を解決し，クラウドストレージ間でより円滑

にクラウドデータの共有を行うための 3点の指針を定義し
た．

アカウント情報の提示を最低限にする
ユーザが円滑な操作を行うためには，共有元ユーザが
共有先ユーザのアカウントを意識することなく，まる
で同一のアカウント内で共有操作を行うように感じる
ことが必要であると考える．そこで，共有元ユーザに
対する共有先ユーザアカウントの情報提示は必要最低
限にすることで，ユーザが共有元と共有とのアカウン
トの違いを感じることなく共有ができるようにする．

データが視覚的な移動を伴う
矢谷ら [7]が開発した Toss-Itは，共有元デバイスを
振ることで共有先デバイスへボールをトスするように
してデータを共有し，ユーザに視覚的なデータ移動の
体験を与えた．Toss-Itでは，ユーザはある程度自身
から離れたデバイスに向けて操作することが想定され
たが，共有元デバイスおよび共有先デバイスの物理的
距離が近くなることで，ユーザにより強くデータが共
有元から共有先へと視覚的に移動したように感じさせ
ることが可能であると考える．しかしながら，据え置
き設置を前提とするデスクトップ PC等の移動が困難
なデバイスもある．そこで，共有元デバイスと共有先
デバイスとを仲介するデバイスを導入する．これによ
り，ユーザは，共有元デバイスから仲介デバイスへ，
仲介デバイスから共有先デバイスへとデータが視覚的
に移動するように感じることができる．

どのデバイスでもシステムが利用できる
既存のデータ共有手法は，共有先デバイスおよび共有
元デバイスがハードウェアが特別な機能を持つことが
求められ，システムを利用するには専用ソフトウェア
のインストールも必要であった．本研究は，一般に広
く普及するデバイスをデフォルトの状態で共有先デバ
イス，共有元デバイスおよび仲介デバイスとして用い
ることができるシステムを開発することにより，どの
デバイスでもシステムが利用できるようにする．

3.2 開発手法
仲介デバイスには，持ち運ぶことに特化して一般にも広

く普及するスマートフォンを用いる．なお，同じく持ち運
ぶことが前提とされたタブレット端末やノートパソコン等
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を仲介デバイスとすることも可能であるが，それらよりも
大きさや重さにおいて持ち運びに優位であるため，本研究
ではスマートフォンを用いる．
また，ウェブアプリケーションとしてシステムを実装す

る．これにより，デバイスが特別な機能やソフトウェアを
搭載することなく，インターネットに繋がっているだけで
システムを利用することができる．

4. Shoot Share

4.1 Shoot Shareの概要
Shoot Shareは，共有元デバイスおよび共有先デバイス
にスマートフォンをかざすだけでクラウドデータを共有で
きるウェブアプリケーションである（図 1）．システムに利
用するクラウドストレージとして Google Driveを選定し
て，Google Apps Scriptで実装を行った．

図 1 Shoot Share の初期画面

4.2 Shoot Shareを利用する状況の想定
共有元であるデバイス A，共有先であるデバイス B，お

よび仲介端末となるスマートフォンの 3 種類のデバイス
がある（図 2）．デバイス Aおよびスマートフォンは同じ
Googleアカウントでブラウザにログインする．デバイス
Bは，それらとは異なる Googleアカウントでブラウザに
ログインする．
共有元ユーザはデバイスAおよびスマートフォンを操作
する．共有先ユーザはデバイス Bを操作する．

○○○@gmail.com

デバイス A スマートフォン デバイスB

×××@gmail.com

図 2 デバイスの使用状況およびクラウドへのログイン状況想定

4.3 Shoot Shareの機能
Shoot Shareは，画像撮影，光学文字認識（OCR），ファ

イル検索，QRコード生成，QRコード読み取り，および
データ共有の 6つの機能から構成される．画像撮影では，ス
マートフォンのカメラ機能を用いる．光学文字認識（OCR）
は，画像からテキストを抽出してデジタルデータにする技
術である．ユーザは共有したいデータをスマートフォンで
撮影し，その画像を OCRにかけることで，データ検索や
共有を行うためにデータ名を自分自身で入力する必要がな
くなることから，円滑な共有操作ができる．ファイル検索
では，共有するデータをデータ名で検索して参照できる．
QRコード生成では，Shoot Shareにアクセスしたデバイ
スがログイン中のメールアドレスを QR コードに変換す
る．QRコード読み取りでは，スマートフォンのカメラ機
能を用いて生成された QRコードを読み取る．データ共有
では，メールアドレスによるデータの共有を行う．

4.4 ユーザの操作およびシステムの仕組み
4.4.1 デバイスAでの操作
共有元ユーザは，デバイス Aで Google Driveにアクセ

スして，共有したいデータを表示する．これにより，共有
するデータをスマートフォンで選択できる．
4.4.2 デバイス Bでの操作および内部の仕組み
共有先ユーザは，デバイス Bで Shoot Shareにアクセス
して，QRコードを表示するボタンを押す．これにより，
共有元ユーザが共有先をスマートフォンで指定できる．シ
ステムは，アクセスされたことを検知して，アクセスした
デバイスでログイン中の Googleアカウントのメールアド
レスを自動的に取得する．システムは，それを QRコード
に変換し，共有先ユーザの Google Drive内に一意の画像
データとして保存した後，そのデータを呼び出すことで
QRコードを UIとして表示する．
4.4.3 スマートフォンでの操作および内部の仕組み
共有元ユーザは，スマートフォンでの操作フロー（図 3）
に沿ってウェブアプリケーション内で共有を行う．ユーザ
の操作に応じて，システムは内部で複数の処理を行う（図
4）．
次に共有元ユーザの操作およびシステムが行う処理の手
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順を説明する．
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共有権限選択

図 3 ユーザのスマートフォン操作フロー
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図 4 内部の仕組みフロー

手順 1

ユーザは，共有元デバイスに表示された共有した
いデータの撮影をする．この操作により，画像が
OCR にかけられて画像内のテキストが UI に反
映される．システムは，はじめに，画像を HTML

の canvas に挿入する．次に，canvas のデータを
base64形式データにエンコードする．そして，得
られた base64 データを画像としてデコードして
Google Drive内の特定のディレクトリに保存する．
最後に，保存された画像を OCRにかけることで
テキストデータを取得し，その結果のリストを作
成して UIに反映させる．

手順 2

ユーザは，手順 1で作成されたリストからデータ
検索にかけるテキストを選択する（図 5）．選択す
ると自動的に次の画面に遷移して，選択したテキ
ストを名前に含む Google Drive内のデータが UI

に反映される．システムは，指定されたテキスト
をデータ名に含む Google Drive 内のデータを検
索し，検索結果のリストを作成して UIに反映さ
せる．

図 5 検索するテキストを選択する画面

手順 3

ユーザは，手順 2で作成されたリストから共有す
るデータを選択する（図 6）．選択すると，システ
ムはデータを共有する準備を行い，自動的に次の
画面に遷移する．

手順 4

ユーザは，共有先デバイスの画面に表示されたQR

コードを撮影する．システムは，QRコードの情
報を読み取り，それがメールアドレスであった場
合は UIに反映させる．

手順 5

ユーザは，共有するデータに対して共有相手に与
える権限を選択する（図 7）．選択可能な権限は，
コメント不可の閲覧者，コメント可の閲覧者およ
び編集者である．この操作で共有の準備が完了す
る．システムは，選択された権限を UIに反映さ
せる．

手順 6

ユーザは，共有先および共有の権限を確認して共
有を行うボタンを押す（図 7）．この操作で共有
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図 6 共有するデータを選択する画面

が完了する．システムは，手順 4で取得したメー
ルアドレスおよび手順 5で取得した共有の権限を
ユーザに提示する．

図 7 権限選択および共有を行う画面

手順 1で取得したテキストが 1個の場合，手順 2の選択
操作が自動的に行われる．また，手順 2のファイル検索結

果が 1 個の場合，自動的に手順 3 の選択操作が行われて
手順 4に移動する．よって，Shoot Shareにおける共有元
ユーザの最小操作回数は 3回となる．

5. まとめと今後の展望
本研究では，クラウドストレージ間のデータ共有をより

円滑に行うために，共有元デバイスおよび共有先デバイス
に仲介端末となるスマートフォンをかざすだけでクラウド
データを共有できるウェブアプリケーション Shoot Share

を開発した．すべての機能をウェブアプリケーションとし
て実装することで，あらゆるデバイスで利用可能となり，
システムの汎用性が高まった．
現時点では，Shoot Share は Google Drive のみで利用
可能である．また，QRコードを表示する手法では共有元
ユーザおよび共有先ユーザの手間が増えることは避けら
れないため，更なる改善の余地があると考える．今後の展
望として，他のクラウドストレージでも利用可能にするこ
とで汎用性を高めつつ，QRコード表示以外の手法でより
ユーザの手間を減らすことができるクラウドデータ共有シ
ステムの開発を目指す．
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